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●古墳時代を訪ねて～史跡金山古墳公園・寛弘寺古墳公園をめぐる～ 

　河南町内には、300基近い古墳があります。そ

の内いくつかの古墳を整備した古墳公園（府立

１か所、町立２か所の計３か所）があります。

今回は、その整備された町立の古墳公園を紹介

します。 

 

■史跡　金山古墳公園 

　河南町の最南部に位置する金山古墳は、南北

２つの円丘を合わせた形の全国的にも珍しい双

円墳で、６世紀末から７世紀初頭、ちょうど前

方後円墳が造られなくなったころに築かれたも

のです。全長は86ｍ、周囲に堀が巡らされてい

ます。大きい方の南丘の横穴式石室は未調査で

すが、北丘には全長10ｍの横穴式石室があり内

部には２個の家形石棺が置かれています。 

　平成３年２月15日に国の史跡指定を受け、平

成４年度から７年度にかけて古墳公園として整

備されました。また、平成18年度には駐車場も

完備し見学しやすくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■寛弘寺古墳公園 

　河南町西部の丘陵地にある寛弘寺古墳群は、

数基の古墳が知られているだけでしたが、昭和

50年代後半にこの丘陵で農地造成の計画が起こり、

造成部分の発掘調査が大阪府教育委員会によっ

て行われました。その結果90基を超す古墳群で

あることが分かりました。 

　ほとんどの古墳は調査ののち造成で姿を消し

ましたが、当初から存在が知られていた数基の

古墳は、農村公園として整備することとなり、

平成16年６月に河南町寛弘寺古墳公園として公

開されました。 

　寛弘寺古墳群は昭和初期に京都大学の梅原末

治氏によって、金山古墳は戦後すぐ京都大学の

小林行雄氏によって調査、報告されています。

これら２つの考古学史に名を残す古墳（群）を

めぐってみませんか。 

▼お問い合わせ先▼ 
河南町教育委員会教育課 

南河内郡河南町大字白木１３５９番地の６ 

ＴＥＬ　０７２１－９３－２５００ 

 

　貝塚市は古くからバレーボールが盛んな地域です。

特に、女子バレーボールの聖地として知られています。 

　本市の女子バレーボールの栄光の歴史は、昭和３０

年代までさかのぼることができます。当時、本市に

は「ニチボー貝塚」という実業団チームがあり、昭

和３９年の東京オリンピックで金メダルを獲得した

全日本女子バレーボールチームは、このチームの選

手が中心となって結成されたものです。 

　その後、市内から実業団チームが姿を消してしま

いましたが、平成１５年４月、（財）日本バレーボー

ル協会は、全日本バレーボールチームがトレーニン

グを行う「ＪＶＡ貝塚ナショナルトレーニングセン

ター（貝塚トレセン）」を設置しました。さらに、

将来を担うバレーボール選手の育成のために、全国

から選抜した女子中学生を指導・育成する「ＪＶＡ

貝塚ドリームス」の取り組みも貝塚トレセンを舞台

にすすめられています。 

　このような中で本市は、平成１６年から、バレー

ボールを生かしたまちづくりの推進を図り、ロゴ・

標語の募集・決定、広報紙の発行、さらには全国都

道府県対抗中学バレーボール大会の運営などを取り

組んできました。 

　貝塚トレセンでトレーニングを積む柳本ジャパン

は、アテネに続き北京オリンピック出場を果たしま

した。全日本チームが本市での合宿中には、公開練

習、紅白試合を毎年実施していますが、本年も６月

１０日市立総合体育館で２,５００人を集め熱気に包まれ

た中で公開練習が行われました。身近に見る選手の

迫力ある練習に会場は、大盛り上がりでした。 

　バレーボールは市民の誇りです。 

貝塚市 KAIZUKA SHI、 

バレーボールのまち貝塚 －希望のトス 未来にアタック 貝塚市－ 
北京オリンピック出場！ガンバレ柳本ジャパン 
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● お問い合わせ先 ● 
貝塚市教育委員会教育部社会体育課 
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